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「チームと して の学校」 が機能するためのシス テム構築

一専門 ス タ ッ フ 人材 と の連携 ・ 協働を 目 指 して一

山本 佳奈

Cons仕ucting a System for Schools ω Function as a Team: Collaboration with Sp郎ialists

Kana YAMAMOTO 

1 問題の所在 と 研究の 目 的
( 1 ) 問題の所在
現代社会は著 し く 変化 して い る 。 グ ロ ーパル化や情報化 、 価値観の多様化 、 少子高齢化 な ど、

社会の急激な変化は、 学校に も 大 き な影響 を 与 え て い る 。 学校教育においては、 多様化 ・ 困難化

する 諸問題、 求め られる 人材育成像の変化 、 小 中一貫教育やコ ミ ュ ニ テ ィ ・ ス ク ールな どの学校

体制や教育内容の変容な ど、 多 く の対応が求め られてい る 。 地域 と 学校の関係 も 変化 し、 よ り 地

域に開かれた生涯学習 の拠点 と して の学校が期待 さ れる よ う に な っ てい る 。

こ の よ う な状況で、 学校において は業務量だけが増加 し、 教員の多忙化が社会的な問題 と して

大 き く 取 り 上げ られてい る。 OECD 国際教員指導環境調査 (TALIS) 2013 年結呆に も 示 さ れ る よ う

に、 教員の勤務時間数は参加国の 中 で も 群 を抜いて長 く 、 人員不足感が大き い。 多 く の教員は過

労死ラ イ ン を超え る ほ どの長時間労働 を余儀な く さ れてい る と 言 え る 。 本務で あ る 児童生徒 と の

日 常生活時間の共有が困難に な っ た り 、 心身の不調 を訴 え る 教員の数が増加 した り す る な どの 問

題が未解決の ま ま存在 し て い る ロ

長時間労働が常態化 している背景には授業時間数が増 え て い る こ と が挙 げ ら れ る が、 理 由 はそ

れだけではない。 例 え ば、 先 に も 挙げた貧困家庭の増加や子 ど も ・ 保護者の発達障害の増加 な ど、

従来は家庭が担っ ていた役割を果たすた め に教員は多く の時聞を使 わ ざ る を え な い実態 が あ る 。

( 2  ) 研究の 目 的
問題の所在で も述べた と お り 、 学校は過渡期 に直面 してい る 。 そ こ で幾度 と な く 耳にする キー

ワ ー ドは 「困難化J r複雑化J r多様化J r予測困難な時代」 で あ る 。 今後学校に求め ら れ る も の は

さ ら に増 え てい く こ と が予想 さ れ、 現状の ま ま では、 学校及び教員 は 日 々 様々 な課題の対応 に追

われ、 疲弊 してい く 一方で あ る 。

そ の よ う な状況が予想 さ れる 中 、 20日 年 12 月 21 日 に示 さ れた 3 つ の 中央教育審議会答 申 で

は、 教員の資質能力 の 向 上 と 同時に、 多様な専門知識 を も っ人材や地域 と の連携 ・ 協働が 求め ら

れてお り 、 教育改革が着実に推進 さ れ、 新 しい時代に求め ら れ る 学校を実現する こ と が期待 さ れ

て い る ロ 筆者は、 中 で も 「チー ム と して の学校の在 り 方j に 関心を も ち、 研究テ}マにする こ と

と した。 今後学校は ど う あ る べき な の か、 求 め ら れ る 役割や 「チー ム と しての学校」 の機能につ

いて考察 し、 在 り 方 を示すこ と を 目 的 と する 。

3 つ の答申や馳プ ラ ンか ら 、 具体的に 「チー ム と しての学校」 に期待 さ れて い る 教育現場の在

り 方 と しては、 次の 4 点が挙げ ら れ る 。 1 点 目 は、 未来を託す子 ど も た ち の資質能力 の育成 を強
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化す る 必要が あ る こ と 。 2 点 目 は、 現状の教育現場では解決 し き れない心理 ・ 福祉 ・ 貧困 な ど、

あ ま り に も 困難化 ・ 複雑化 ・ 多様化 し た 多 く の問題は、 専門家の導入や地域 と の連携 ・ 協働に よ

り 、 共に問題の解決 に 当 た る こ と が必要であ る こ と 。 3 点 目 は、 教員の専門性を明 ら かに し、 子

ど も への豊かな指導を求め る と と も に、 教員の働 き 方改革が必要で あ る こ と 。 4 点 目 は、 学校組

織運営の核 と な る校長のマネジメ ン ト が重要であ る こ と 。 本研究では、 中 で も 2 点 目 と 3 点 目 に

重点を置き 、 考察 ・ 検証す る。

2 研究の方法
前述 した問題の所在や 目 的、 課題等 を踏ま え 、 主 と してA市教育委員会 と A市 立 B 中学校の協

力 を 中心に、 次の取組を行っ た。

まず、 答 申 「チーム と しての学校の在 り 方 と 今後 の改善方策 について」 で述べ ら れ る 「チーム

と しての学校」 像について の意識調査か ら 、 「チーム と して の学校 (チーム学校) J の言葉や具体

的内容が学校現場に どの程度浸透 して い る か、 そ の言葉に対す る 理解やイ メ ー ジを把握す る 。 ま

た、 聞 き 取 り 調査や観察 を 通 し て 、 現場の実態把握 を し、 『チー ム と しての学校」 の実現に必要な

も の は何か、 課題を捉 え る 。

次に、 「チーム と しての学校」 を構成す る 人材について注 目 した。 専門ス タ ッ プ 人材及びコ ーデ

ィ ネー タ ー に聞 き 取 り を行っ て実態を捉 え る と と も に 、 専門ス タ ッ プ 人材 と 教員それぞれの視点

か ら 見た成果や課題 を把握 し、 連携を充実 さ せ る た め に必要な も の を模索 してい く 。 そ の 際、 市

内協力校での質問紙調査の結果を量的に分析 し、 連携や活用 の実態傾 向 を探 る 。 中 で も 、 A 市 と

して導入 4 年 目 と な る ス ク ール ソ ー シ ャ ル ワ ーカ ー (以下 s S W) に着 目 し、 連携 ・ 協働の充実

の た め の手立て を探るロ ま た、 各立場か ら の 聞 き 取 り 内容を質的 に分析 してい く 。

3 研究の内容

( 1 ) 課題設定
筆者のキー ワ ー ドは 「つな ぐ」 で あ る 。 「 どの よ う な シ ス テ ム を構築すれば、 学校内外が繋がっ

てい く か」 を 最 も 大 き な課題で あ る と 設定 した。 特に、 専門ス タ ッ フ 人材 と の連携 ・ 協働に重点

を お き 、 専門 ス タ ッ フ 人材の仕事への理解や情報共有の方法の工夫、 システム構築について実践

や検証を進 め る こ と と した。

仮説① 連携が う ま く いかないのは、 情報共有が う ま く い っ て い ない こ と が大き な原因ではない

か。 そ こ で、 情報共有が う ま く い け ばも っ と 連携 ・ 協働が進むのではないか と 考 え 、 情報

共有の た め の シ ス テ ム を提案、 検証す る ロ

仮説② 連携 ・ 協働が進 ま な い要因 と し て は、 専門ス タ ッ プ 人材 に 関 わ る 理解の不十分 さ や有用

感 の 低 さ が あ る こ と が考 え ら れ る 。 専門ス タ ッ フ 人材についての理解を深め る た め の手立

て を探 る こ と で、 活用 が増え、 連携 ・ 協働が進むのではないか。

仮説③ 教員 (学校) の専門ス タ ッ フ人材と の情報共有や理解についての改善 と 並行 して 、 専門

ス タ ッ プ 人材のス キルや意識の変容 も 必要なのではないか と 考え た。 そ こ で、 特に、 A市

導入 4 年 目 の s swに関わ る研修について注 目 する こ と と した。
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資料が ほ しい」 と い う 要望が あ っ た。 学校か ら の依頼に応 じて、 S S Wが個人の実践事例を挿入

した り 修正 した り す る こ と が でき る よ う 、 プ レゼン用資料の型を作成 し、 担当指導主事 と S S W

にデー タ を提出 した。

②市内 s c . s sw合同研修会の提案
A市 S C 及び S S Wの何人かに聞 き 取 り 調査をする 中で、 「合同 の研修会が あ る と いい」 と い う

要望が あ っ たロ 学府が異な る と S C と S S Wが顔 を合わせる こ と が ないロ S C は定例会 も な く 、

全員が集ま る こ と はないので、 個人的 に 関 わ り が あ る 以外は知 ら ない と い う こ と だっ た。

そ こ で、 担 当 指導主事に相談を し、 案内文書や会の流れを確認 していただき な が ら 、 筆者が企

画者 と な り 、 希望研修 と い う 形で交流会 を開いた。 参加者は、 教育委員会か ら 2 名 、 S C 2 名 、

S S W 3 名 と 、 コ ー デ ィ ネ ー タ ー役の筆者であ る。 会は、 筆者か ら簡単な趣旨説明 を し、 担 当 指

導主事か ら は御挨拶の 中で、 国や県、 A市の動向や こ れ ま で の成果 と 課題について説明 していた

だいたロ その後、 参加者が気になっ てい る こ と や話題に したい こ と 等を洗い 出 し、 S C と S S W

の連携の必要性や研修の在 り 方、 A市の今後について な ど、 活発な意見交流が見 ら れた。 それぞ

れの思いを共有する 場 と な り 、 参加者か ら は今後の継続的な開催 を希望す る 声 が 聞 かれた。

4 研究の ま と め と今後に向けて
「チー ム と しての学校」 が機能する た め に は 、 まず、 ダイ パーシテ ィ の視点は欠かせない。 多

様な人材、 機 関 と ど の よ う につ な が っ て い く か、 協働 してい く か、 一人ひ と り が 向 き 合 う 基盤 と

してダイ パー シテ ィ の考え方が必要であ る 。

A市において、 S S Wの需要は高 ま っ てい る に も 関 わ ら ず、 そ の仕事について の理解度 は ま だ

低いロ 教員が知 ら な ければ、 福祉的な支援を必要 と し て い る 生徒 ・ 保護者に ア ウ ト リ ーチがない

ま ま に な っ て しま う 。 まずは、 教員向 け に S S Wの理解を進め る た め の資料や研修の揚が必要で

はないか。 教員向 け の リ ー フ レ ッ トやプ レゼ ン な どの資料を準備、 提案 していき たい。

学校においては、 つ な ぐ人材であ る コ ーデ ィ ネー タ ーの育成が必要で あ る 。 ま た、 専門 ス タ ッ

フ 人材は、 経験が浅 く て も 一任職で現場 に 出ていかな ければな ら ない た め 、 自 身の レベルア ッ プ

と 周 囲の育成の意識が必要だ。 一任職だか ら こ そ の不安や負担は、 と て も 大 き い。 それを現場で

寄 り 添 う の が コ ーデ ィ ネ ー タ ー であ り 、 パ ッ ク ア ッ プをす る の が行政ではないだろ う か。

コ ーデ ィ ネー タ ー の意味 を調べてみ る と 、 「色々 な要素 を統合 した り 調整 した り して 1 つ に ま

と め あげる係。 放送番組全体の進行を図 る係」 と 記 さ れていた。 「チー ム と して の学校」 に お け る

コ ーデ ィ ネ ー タ ーは、 「多様な人材が も っ てい る 専門性を統合 した り 調整 した り して、 連携 ・ 協働

で き る よ う につな ぐ係。 学校が抱 え る 困難な課題の解決を 図 り 、 チーム と しての学校の構築を推

進する係」 と 言い換え る こ と も で き ないだろ う か。 現場に戻っ た ら 、 筆者 自 身 も 「つな ぐ」 こ と

がで き る よ う 尽力 して い き たい。
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